
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
私、谷口まさのりは６月議会（６／１４～７／５）において、議案に対する質疑、討論、一般質問に

て以下の主旨で発言致しました。（発言の様子は録画中継で見られます！ 『所沢市議会』で検索

⇒『所沢市議会 録画中継』⇒『定例会６月』⇒６／１６質疑、６／２１一般質問、７／５討論） 

 

１）補正予算案：（松原学園 太陽光発電 設備設置事業：1,155 万円）           

実勢価格より非常に高いと考えられる太陽光発電設備（１０ｋＷで１，１５０万円。設計は

別予算で前年度実施済み）に対して質疑（６／１６）。『１ｋＷ当たり工事費込みで６０万円が

実勢価格なので、１０ｋＷで６００万円、太陽光パネルを斜めに設置する架台（市の答弁で１

００万円の予算）、発電量、ＣＯ2削減量等を表示する案内盤（同じく５７万円）をあわせても、

７５７万円（600＋100＋57）。公共施設向けに必要な追加工事や自治体からの発注という事情を

考えて＋αを加えても非常に高い買い物になるのではないか。市民の皆様からの税金を高い買

い物に使うことは見過ごすことはできない』との主旨で発言致しました。 

 

市からの答弁は、『太陽光パネル部分は業者からの見積もりが根拠、その他は公的な埼玉県積

算標準単価表等からの積算によるもので適正と考えるが、今後関係部署と協議していきたい』

とのこと。結論として、７／５の議会最終日に会派『みんなの党 所沢』（２人会派）は今回の

予算案（太陽光発電事業を含む全体で約１億５，０５１万円）に反対致しましたが、採決の結

果、賛成多数で可決されました。（本来は谷口の積算との差額３００万円を減額という対案を出

すのが筋ですが、３名以上の議員の賛同が必要で今回は要件を満たせず。） 

 

２）一般質問（主に市執行部の事業等に対する質問） 
①借金の累積残高の明確化：市からの答弁において、平成２３年３月３１日  

現在で一般会計が５９７億円、特別会計（下水道、土地区画等）が２３７億円、事業会計（病

院、水道）が５７億円で合計約８９１億円の借金残高があることを再確認しております。（そ

の他に土地開発公社等の借金が約４５億円←H21 年度末）ちなみに一般会計予算規模は今年

度当初で８７３億円） 

 

 ②財政情報の公開：『財政のツボ』（市ＨＰより入手可能）で借金残高を明確に記載することを

要求し、今後改善する旨の答弁が返ってきました。（現在は市民１人あたりの記載のみで全体

像が示されていない。多くの市民の方が所沢市の借金・財政状況を把握することが重要と考

えております。） 

 

谷口まさのり 所沢市政レポート 
『6 月議会報告編／7/31（日）市政報告会 ご案内編』 
連絡先：〒３５９－１１５１ 所沢市若狭１－２９６１－１－２１３  

電話：０４－２９４１－５１１１ ／ＦＡＸ ：０４－２９４１－５１１２ 

メール（パソコン）：tani.eco@dream.ocn.ne.jp 

 
ツイッター：http://twtr.jp/user/taniguchi1965/status 
ＨＰ：http://www.taniguchi-mirai.jp 

谷口まさのり

『議員定数のあり方』について議運＊ で提起（後述）・・・ 
＊議会運営委員会（議会の進め方等を決定する重要な位置づけの委員会） 

ツイッターは以下へ 
谷口のつぶやきを発信！ 谷口まさのり事務所 発行 

ケータイからのメールもお待ちしています 



③事業仕分け（８月６日(土)／８月７日(日)：どなたでも参加できますので、関心のある方は

是非ご出席を！）：今年の事業仕分けのやり方や仕分け人等について、質問によって詳細を明ら

かにしました。仕分け人については、昨年は政策シンクタンクに委託したが、今年は行政を『熟

知』した近隣自治体職員に依頼するとのこと。それに対して谷口は質問で、依頼予定者は実際

の事業仕分けで仕分け人としての経験がないことを明らかにし、今回、厳しい視点で客観的に

仕分けができるのか疑問視していることを問いただしました。 

 

④子どもの命を守る取り組み（小・中学校の耐震工事前倒し）：現在の計画では全ての学校の耐

震工事は、２年半後である平成２５年度中の終了となっている。元々実施の必要性がある工事

なので、今回の大震災を受けて、万、万が一を考え、前倒しが望ましいと谷口は指摘しました。

答弁では『既に設計が終了している４校（現在の計画では平成２５年度に工事実施）について

は可能な限り前倒しを検討していきたい』旨が示されました。 

 

⑤その他：『埼玉県、東京都での大規模災害発生リスクに対して、一定程度 

離れている自治体との相互応援協定の必要性（現在は群馬県太田市、千葉県市原市と締結済み

で、西側、南側との協定はナシ。勿論、現状は接している近隣自治体とは締結しております。』、

『自然エネルギー推進 都市宣言の提案』『環境産業の誘致』、『産業振興の戦略的なグランドデ

ザインの必要性』等を取り上げました。 

 

３）『議員定数のあり方』について  

（谷口は４月選挙では、｢議員自ら身を削るべきである！｣とご承知の通り現在の３６名から３段

階で１２名削減の２４名へと主張） 

表題にある通り６／２８の議運で谷口より『４月の地方自治法改正に伴う議員定数の上限撤廃

に対応して、所沢市議会として議員定数についてしっかりと議論すべき』と問題を提起しました。  

これに関連して７／４の代表者会議（みんなの党 所沢は２名会派の為、残念ながら谷口は会議

構成メンバーに入っておりません。３名以上の会派の代表者から構成）、さらに同日の議運で再度

議論、谷口も再度発言し、ようやく議運での閉会中審査（７／２７）での 1 つのテーマ（議員の

あり方として）として、まずはどのようなプロセスで議論を進めていくかということを各会派か

ら意見を出すというところまでまずは一歩踏み出しました。（議員の身分に関しての議論はなか

なかスピーデイーに事が運びそうにないのが実態・・・）  

尚、次回の議会は８月末からの見通しで、谷口の一般質問は９月上旬になると考えております。 

 

皆様から上述報告や次回の議会に向けて、ご意見等いただければ幸いです。 

 

『（仮称）谷口まさのり市政報告会 開催ご案内』 
◆７月３１日（日）に 下記の会 場・時間 にて開催 致します 。（ 無料） 

１ ５ ：３０ ～ １７ :３ ０  会場 ：狭山ヶ 丘 コ ミ ュ ニ テ イ ー セ ン タ ー  

   （ 通 称 コ ミ セ ン ： 若 狭 ４ 丁 目 2478-4） の２階 学 習室に て（２４ 席） 

① 今回の６ 月議会の 報告  

② 報告に対 する質疑 応答、参加 者の皆様 から『持続 可 能な所 沢 市を目 指 す』

為 などのご 意見 、ア イデア等 をいただ きながら 、意 見交 換させて いただ

き ます。  

報 告会終了 後に谷口 含めて会 場を変え て会費制 で食事を しながら 、さ ら

な る意見交 換会も予 定してお ります。 お気軽ご 参加下さ い。  

＊今回は会場確保の関係で小手指駅周辺での報告会はありません。何卒ご理解の程よろしくお

願い致します。（埼玉知事選投票日） 
 

     

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                      

◆ 谷 口 ま さ の り  経 歴  

・昭和４０年生まれ 埼玉大学 工学部  環境化学工学科卒 
・栗田工業（環境系）やＣＯ2 削減/省エネのコンサル企業に計１５年在籍（技術営業） 
・２０１１年４月 所沢市議選に当選（２，６４４票、みんなの党 公認） 
・社会保険労務士／環境カウンセラー 


